
1学期も残りわずかとなりました。暑い日も雨の日も元気に登校する姿にたくましさ

を感じます。給食や掃除、下校などできることが増えてきました。できることが増えた

からこそ、油断から事故や怪我などが増えないよう担任一同見守っていきます。ご家庭

でも学校での約束やどのような学習・生活をしたのかお話ししていただき、頑張りを認

める言葉かけをしていただけると、子どもたちの励みにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
☆生活科「なつとともだち」について 
〇プールバック、ラップタオル、水着、ビーチサンダル、濡れても汚れてもいい服（上下） 

砂遊びで使うプリンカップなど３個まで（市販のお砂場セットは不可） 

※全てに記名をお願いします。持ち物を忘れると砂遊びができません。 

☆授業参観・懇談会について 

〇７月１０日（木）１３：３５～授業参観・懇談会を実施予定です。情報リテラシーにつ

いて学習します。ぜひお子さんと一緒に聞いていただき、ご家庭での活用にも生かして

いただけたらと思います。懇談会では、タブレットの説明やカバー付け、名前付け作業

なども行います。また、その際にタブレットを保護者の方に持ち帰っていただきますの

で、タブレットが入る袋などをご持参ください。立哨旗は懇談会で配布します。 

 

国語 おおきなかぶ 
はをへを つかおう 

   すきなこと、なあに 
   おむすびころりん 
   こんなことがあったよ 
   としょかんとなかよし 
 
算数  のこりはいくつ ちがいはいくつ 
      どちらがながい 
 
生活 さいてほしいな わたしのはな 
   なつとともだち 
 
学活 夏休みの過ごし方 家庭での役割 
   水の事故を防ぐ 

音楽 はくにのってリズムをうとう 
みのまわりのおとにみみをすまそう 

   どれみとなかよくなろう（鍵盤ハーモ
ニカ） 

 
図工 おしらせします！にっこりニュース 

ひかりのくにのなかまたち 
 
体育 水遊び 
   マット運動 
 
道徳 国際理解・国際親善 
   善悪の判断・自律・自由と責任 
 

おしらせ・おねがい 

川口市立青木中央小学校第１学年 学年だより 
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☆道徳「サニーノート」について                  

○７月９日（水）は、１学期の振り返りをします。サニーノートは１０日（木）に持ち

帰ります。お子さんの振り返りを確認し、ご家庭からの欄にご記入いただき１４日（月）

までに持たせてください。詳細は裏面をご確認ください。 

☆アサガオについて 

〇７月１０日（木）～７月１７日（木）までにお持ち帰りください。植木鉢は正門横にあ

ります。自転車で持ち帰っていただくこともできます。夏休み中はご家庭で育ててくだ

さい。２学期も引き続き育てていきますので、９月１日（月）～８日（月）までに植木

鉢を学校に持ってきてください。植木鉢は元の場所においてください。ご協力お願いい

たします。  

☆丸付けについて                   

○毎日の宿題の丸つけにご協力いただきありがとうございます。お手数をおかけします

が、プリント等も引き続き丸付けをお願いします。もし間違いがあれば、直しまで見届

けをお願いいたします。また、学校から返却されたプリント等で直しが済んでいない 

ものがあれば、直しをさせて次の日にご提出ください。 

☆個人面談について 

〇個人面談の日程は、後日手紙を配付しますのでご確認をお願いいたします。 

 

☆サマースクールについて 
 〇８/２６(火)，２７(水)，２８(木)に行う予定です。詳細は、夏休み号をご確認くだ

さい。登校は通常通りです。 

なおサマースクールは授業日となります。出席日数に入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「伝わる！声かけ変換」大場美鈴著 あさ出版」 

≪１年生！ 青木っ子に非認知能力を育む  言葉かけチャレンジ≫ 

① こんなとき、どうしますか？ 

子どもが転んで大泣きしているときは・・・ 

② POINT！ 

感情と感覚は否定しない！ 

③ 例えば 

 

 
 

⇒どんな場合でもその子が感じている感情と感覚は、本人にとっては紛れもない事実なので

これだけは否定せずに、共感してあげることが大事なんです。このとき、「痛かったね」と

過去形にすると「もう危険は去った」ことも伝えられます。 

 嬉しいことも、悲しいことも、悔しいことも、親が一緒にそばで分かち合ってあげること

で、子どもの共感力と、情緒も豊かに育てられるでしょう。 

 

大切にしていたカップを割られてしまったことはショックですが、割ってしまった子供もシ

ョックを受けています。「びっくりしたよね」と子供の気持ちに共感すると、子供は、わか

ってくれている、応援してくれているという愛のメッセージを受け取ります。すると、今度

は割らないように注意しながらお手伝いをしようと思うものです。 

【Before】 

痛くない、痛くない 

【After】 

痛かったね 



 

 


